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分子機能研究部門 高分子活性分野
(Depa rtm e nt of Mole c ula rFu nctio n, Divisio n of Mole cularBiologァa nd 7be rapeutics)
教授: 三上 菓
○学内葬員) 留学生セ ンタ ー 運営委員会委見 共同研
究堆進セ ンタ ー 運営委月余委見 アイソ ト ー プ総合セ
ンタ ー 管理運営委月会費貞 , 遺伝子実験施設運営垂貞
余香乱 発明番長全委員, 組換えD N A実験安全重点
会費月 (4月より). 租換えDN A 実験安全主任者 (4
月より), 研究用微生物安全管理規聴作成費月余番見
環境科学研究機構運営委員会重点 (3月まで).
0学外委員)日本細菌学合評哉垂B. 日本医其蘭学会評
議委員. 日本細菌学余バイオセ ー フ テ ィ 重点会, 日
本医其蘭学金将来計画委月余, 日本放線菌学会編集重
点, 日本放線菌学会理事,
○受常) 弟5回日本医真蘭学余儀秀論文賞(Co- a utho r).
助教授: 知花博治
○学内委員) 組換えD N A実験安全手鼻余香見 研究用
微生物安全管理規程作成委月余要具, 捻合メデ ィ ア
基盤センタ ー 運用専門委月余重点. ス ペ ー ス ･ コ ラ ボ
レ ー シ ョ ン
懇談会委員
助手: 宇野
○学内番兵)
･ シ ス テ ム 事業実施要点会重点, 学長補佐
(8月より).
潤
危険物保安監督者, 医学部付属動物美顔施
殻運営委月会要点 .
0 学外委員) 日本医其蘭学会評簾垂見 日本医真蘭学会
標準化要点会重点, 日本細菌学会評帯貞.
助手: 五 ノ 井透
○学外委員) 日本薬理学合評頭委員会委見
文部科学技官:矢淳勝清
非常勤講師:石渡里 一 郎 (石渡医院)
非常勤講師: 鈴木健 一 朗 (独立法人 ･ 製品評価技術基盤
機構 . NIT E-B R C)
科学技術轟興研究員:影山亜紀子
科学技術振舞研究員:小野木利成 (3月まで).
科学技術振興研究員:勝 正和 (4月より).
学術研究支援員: 岡 泰措
学術研究支援鼻:長沢奈央子 (9月より)
研究支援推進員:谷 口舞美 (11月より)
研究補助:山本やよ い
研究補助:昔時智子 (5月まで)
大学院自然科学研究科 博士後期殊軌 渡辺佳世
大学焼医学燕学府 博士深程:瀬EEl剖治
大学院自然科学研究科 博士後期陳程:星野泰牲
大学院医学薬学府 博士瓢軽:向井 苛 .(
4月より)
大学院医学燕学府 博士課程:A hm ed Han afy(4月よ
り)
大学院自然科学研究科
大学院白顔料学研究科
月より)
大学院自然科学研究科
より)
大学屍自然科学研究科
より)
民間等共同研究員:辛
博士前期課程:谷口 ヒ ロ子
博士前期課程: 敷液久美子 (4
博士前期誹程: 田中美紀 (4月
博士前期裸程: 日比義弘(4月
某人 (第 一 製薬㈱, 5月より)
民間等共同研究員: 坂田俊也 (株式会社ツ ム ラ , 5月よ
り)
民間等共同研究員: 谷山光恵 (林式会社 ツ ム ラ, 5月よ
り)
研究概要
1. 病原性放線菌の 同定
2003年における病原性放線菌の 日本の 医療機関からの
同定依頼件数は141株であり. 59 % がNoEa71diqであ っ た ,
Nocqrd b以外 に はAcin o m o血 喝 Si呼 bmyccsさ らに GQrdo m
'
a
が 8株と多い ことが明らかとな っ た, Noc wdia の菌種で は
N
. &
'
nicGが最も多く18株. つ い で N od mi あが 10挽 N.
n ov Dが 8株, N. gm
'
dEliyo7gl
'
c aが 7株. N bm ∫z
I
Ec nsなが7#.
N ab∬ess us, N bcl)
'
ingm ∫b, N oLiti 血a vlq ru mがそれぞれ2株
同定された. 日本以外で はタイ国由来の病原性放線菌の
33株の 同定を行 っ た. Noc Grdl'a は 55 % であり, その 他に
Myobod m
'
u m
,
Streplo721yCCS, Gordo nia, さら に RJ5Qdo( oEr H∫が数
株で あ っ た (矢沢勝清).
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2. 病原性微生物の生産する新規生物活性物質の探索
N ir q ns v aZen sz
'
IFM IOO65疎から. 新たにチ ア ゾ リ ン
骨格を有する新規抗異常活性物質10065 M b2を見出し
た. 本化合物は, 分子中にZn原子を持ちこ れまで全く
報告の な い , ユ ニ ー ク な構造を示す化合物 であ っ た. ま
た , 他 の Noc wdio等 の 臨宋分離株から の 活性物質の探索
を継続 して 行 っ て おり抗其商および抗微生物活性物貿が
得られ , 現在構造解析が進んで い る. また . ゲ ノ ム解析
の進んで い る Noc G rdiq の 遺伝子情報から病原性 因子と推
定される配列が存在して い たため, こ の物質に つ い ても
抽出と精製を進めており. 構造 に つ い て は現在解析中で
ある (星野泰隆. 向井 啓).
3
,
Noc wdiLZ属 の放線菌の新種に関する研究
本邦お よ ぴ タイ 国で 臨床材料や 土壌 か ら分離した
Noc wdi
l
a株 に つ い て 分子遺伝学的解析を待 っ た結束 臨
床材料由来株から N asiaiEa. N nil
'
gte n sif. N ya22 - aSbie n sb,
N in obm l Cn Sis, N 血 勿ceus. N s m G触 の 6種を新種と して報
告 し. そ の他 10新種 (1種は土壌由来) に つ い て 現在
投稿準備を進めて い る. No w zEo属 の基準種で ありノ カ
ルジ ア症 の主原因菌として知られる N a sLw oidesは分類学
的性状が優昧で, 同定が困簸であると言う問題を抱えて
いf=. 今回新種として捷喝した株も初めは N 励 おで
あると 同定された株も少なくな い , しかし実際には 〟
伽 id おで はなく新種で ある ことが明らかとな っ た (影
山亜紀子, 向井 啓, 星野泰隆. 矢沢藤津).
4 . 帝展性 No E Wdl
'
q株の薬剤感受性に 創ナる多様性に関
する研究
Noc mdt
'
a属 の多くは病原性で あり, ノ カ)i,ジア症をは
じめとする NoE W
-
dl
'
a殊 による感免症の 治療には原因菌株
の 薬剤感受性を知る こ とが非常に重要である . Noc q rdl
'
a
菌種は薬剤感受性による簡易同走法によりおおまかな同
定を行うことが出来るが , 中には例外的にこ の 間走法で
同定不可能で . 同種 でも異な っ た薬剤感受性を示す菌株
の 存在が明らかにな っ た . N brwilie n由 は こ れまでイ ミ
ペ ネム 耐性殊 しか確露されて いなか っ たが, 今回新たに
10珠がイミ ペ ネ ム感受性である こ とが明らかとな っ た .
耐性株 33株と 感受性株10株に つ い て詳細な比較検討
を行 っ た唐果. 16SrDN Aの103. 381, 456位 の 塩基配
列に グ)i, - プ聞 で遠 い があることが明らかにな っ た . こ
の塩基の 違 い と感受性の 違 い に相関性があるか どうかは
確認できな い が . 非常に興味深 い結果とな っ た (影山亜
紀子, 星野泰隆).
5. 患者から分離された Gordo nia株の 分類学的研究
Gb dorniD属 の放線菌 による感染は. そ の多くが免疫能
の 減弱 した患者で お こ る こ とが報告され て い るが. 本
邦 で は稀な疾患で ある . 現在, 千葉大学真菌医学研究
セ ンタ ー に 1年間に寄せ られる日本で分離された放線
菌 40150株 の うちGordo nz
l
a属 に属する菌株 はわずか4,
5例に過ぎな い . 1986年以降に本セ ンタ ー に同定依頼の
あ っ た日本で分離され. 生理生化学的性状で Gwdo nid と
同定した 20株に つ い て16SfD N A塩基配列を決定 した
と こ ろ, 2000年に耳漏か ら分離されたiF M IOO32晩
2001年に左下腿肉芽腫生検 から分馳されたIF M 10047,
2002年に胸永から分離されたIF M IO148の 3株は 一 つ
の まとま っ たク ラ ス タ ー を形成し, G･ 申utiや G･ LZiEbien si
と系就的に近い関係にある辛が明らかとな っ た. そ こ で
これら3株の生理生化学性状を更に辞しく調 べ ると共に
D N A-D N A相同性試験を行い , こ れら3株が新種であ
るかどうかを検証 した結果, IF M IOO32株とIF M 10148
の 2株は新種で ある こ とが判明し, 新種として投稿準備
を進めて い る
‾
(谷口ヒ ロ 子, 飯EE 創始),
6. 其薗 の分類同定に関する研究
オ ー ス トラ1) アシ ドニ ー 大学 の Wiehnd M eyer博士と
共同で . CbPtOCOCC W n e Ofw m G n ∫のI T S領域 の 遺伝子多塾
解析を行 っ た. そ の 縛果. y 弧gr ybiiとv a r. n c ojbr m a w sは
1遺伝子型ず つ に分けられた 一 方で , v at. gwE b
l
iは 5遺伝
子型に分けられ, 種内多塑を示 した. し たが っ て. 本
菌は7遺伝子型に分けられ. 変種間を区別するこ とが可
能とな っ た. さ らに, v ar. n e申r m a n sの se r o勺ye A D株 に
お い て. 新しく設計した特異的pC Rプライ マ ー を用 い
る こ とで v a r. n eojbr m G 〝Sと m r.B77/bii双方の 配列を有して
い る ことが明らかとなり, IT S領域 にお い て もhyb ridを
形成する こ とが証明された . こ の 領域は rD N A内の 一
部と いうこともあり. 時間経過 に伴う遺伝子の均 一 化が
考えられ その 現象の 詳細を検討中で ある (勝 正和,
A lmedlia n a&).
7 , Ca ndi
l
dq trQicaZl
'
sを特異的に検出する プ ラ イ マ ー の
開発
cq71didD 属の 真薗による感染症と し て は . そ の 多くの
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割合を占める･の が Ca ndida albica nsに よ るも の で あるが,
そ の 他 c･ bu s ei, C･ g[Gbratuや C tnpica(isなども増加し
て い る･ 今Br, CG nd,
I
da EroPic4ll
'
sの 遺伝子を特異的に増
幅て . 種の 特定の 出来る プ ライ マ ー を開発した. こ の
プ ライ マ ー は CG ndz'da の タ イ ピ ン グ テ ス トに用 い られる
01igolプライ マ ー に よ っ て 増幅された配列の 中にある
OFi Fと推定される部位に由来し, 当 セ ン タ ー に保存さ
れて い る C･ fro2icoゐ 以外 の代表的なco wdidG の何れに対
しても適任子が増幅されず, c. tropic4馴 こ特異的なプラ
イ マ ー で ある ことが確敢できた. また, こ の プ ライ マ ー
は D N Aの 抽出と精製を必要とせず. 菌体を直接P C R
にかけ る こ とによ っ ても抽乱 橋架 したD N Aと全く
同じ結果を得ることが可能であ っ た (俵田創軌 Abm ed
Ha n a6,).
8 ･ CG nd,
l
du albi(a w ∫ゲノ ム ドラ フ トシ ー ク エ ン ス の構築
Ca ndidG GLbic a 那の 全ゲ ノ ム シ ー ク エ ン ス の 決定は1997
年 ア メ リ カ の ス タ ン フ ォ ー ド大学にお い て ホ ー ル ゲ ノ
ム シ ョ ッ トガ ン法によ っ て ス タ ー トし, 2001年にゲ ノ ム
(15･5 Mb x2) の10.9倍 の シ ー ク エ ン スが読まれ終了し
たが, c･ albicdZZSが 2倍体で ある こと, ゲ ノ ム 中に反復
配列や ヘ テ ロ 配列が存在する こと等の 理由により塩基配
列の ア セ ン ブ ル (# 集)は困難であ っ た. しかしミネソ
タ大学 , 千葉大学其菌医学研究セ ンタ ー との 日米共同作
業 により. シ ー ク エ ン ス の ア セ ン ブ ル が進行し203年
に ドラ フトシ ー ク エ ン ス (コ ン テ イ グ数 421) が完成し
た･ 遺伝子数は6,4 00と推定され . P N A S に投稿中で あ
る･ 相同染色体聞で ヘ テ ロ な塩基配列含む2倍体細胞を
用 い た全ゲノ ム シ ー ク エ ン ス の 決定は初め て であり, 今
後多借体生物の ゲノ ム シ ー ク エ ン ス の決定にお い て 手本
になるであろう. また病原鼻音の全ゲノ ム シ ー ク エ ン ス
決定の報告も初であり, 抗真菌剤の開発をは じめとする
病原其菌の基礎研究に貢献できるだろう (知花停泊).
9･ CG ndid4 G[biEG n ∫ゲ ノ ム シ ー ク エ ン ス の 丘nishingと ポ
ス トゲノ ム
ポス トゲ ノ ム プ ロ ジ ェ ク トにお い て ゲ ノ ム シ ー ク エ ン
ス を活用する ためにはシ ー ク エ ン ス の 完成度を見極め,
完成度に対応 した寛厳方法を選択しなくて はならな い .
CI G(5icd n Sは 8本の 染色体を有 して おり, こ のうち我 々
は最小染色体である染色体7番 (1 M bp) の 塩基配列の
フ ィ ニ ッ シ ン グ (1本化) に成功 した. こ れ により. 現
在 の シ ー ク エ ン ス の完成度が 99.9 %である ことを策定す
る ことができた. また染色体7番に つ い て は 99.b9 %の
完成度に向上させ る ことが出来た. 今後は他の染色体の
フ ィ ニ ッ シ ン グを進めるとともに. ゲノ ム機能解析 (ポ
ス トゲ ノ ム) も進めて行く (知花博治, 同 条級 長沢
奈央子, 数波久美子).
10. 抗其菌物質の 薬剤感受性試験と探索
二形性其菌 (放 轡h m G呼su[atm , BlasLg myes 血 糊 繊
Pw u co cci dio dcsbrasilim sz
'
s, Pe nict
'
Cu m m a r n c6ei. S2o roLbr如
∫cbenhit･ CocEidi
'
oidis l
'
2H2niEis) の ye ast一 触e お よ び nvcehal
for n に対する抗其菌薬 micafungin の 抗真菌作用を測定
し報告した･ Mic afungin は 二形性其薗に対して何れ の菌
穫 にも抗其菌作用を示し. その 作用はye ast-1ikeよりも
mycehalfTo rJTlの方がより強力で あ っ た,
中国婁両省近郊で民間薬として リ ン病等の 治療に使用
されて い るタ ワ科カカ ツ ガ ユ OHdnD n l.a C OChl'n Ebin e nsi の 根
か ら抗其菌を有する x a血 one系およ ぴprenyl且av a non e糸
の 新現物質を見出し. それらの構造と抗異音作用を測
定し報告 した これらは , Cu ndl
'
do, CbPLoEOECyS, 軸 [7w
に対して坑其菌作用 (0.5 - 4.OILg/ml)･ を示 した (宇野
潤. 日比崇弘).
ll. 抗菌剤AllO rOqdn olo n eが. ヒ トA T P感受性K'チ ヤ.
ンネ ルに及ぼす副作用に つ い て
.
FhlO rOq血 olo n es分子骨格をも っ た薬剤は. 抗菌剤等
として広く使用されて い るが, 中程および抹消で副作用
を示すこ とが知られて い る. Flu o roquin olo n e与 に属する
3種の 薬物1evo且oxadn , gati丑o x a cin . te m Aox a cin の 申で ,
gadbo x a cin とte m a&o xadTLが , 挿p細胞の A TP感受性K
＋
チ ャネ ルを阻害しイン ス リ ンを分泌させ る ことを見出し
た (五 ノ井遠).
12
, 腸管内分泌細胞由来継代培養 削包STC-1の コ レ シ
ストキ ニ ン分泌機構に つ い て .
聴管内分泌細胞に由来し コ レ シ ストキ こ ンを分泌する
継代堵着細胞S T C-1に つ い て
.
,†ッ チ タラ ンプ法
,
通常
の R T-P C R法, 単 一 細胞RPIP C R法, 抗 コ レ シ ス トキ
ン抗体を用い た分泌量の ラ ジオイミ ュ ノ ア ツ セ イ等を用
い て 調 べ , 腸管細胞から の コ レ シ ス トキ ニ ン の 分泌が ,
膝β 馴包型の A
'
T P感受性K
十
チ ャネ)i, , お よ び膜電位依
存性Ca2'チ ャネ ル によ っ て担わ れ て い る こ とを明らか
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にした (五 ノ井透).
13, DNA micro arry を用 い た病原性酵母 Ca ndidq olbicG nS
に お ける遺伝子発現の解析.
cq ndid,z albica n sの ゲ ノ ム 情報をもと に, 薬 剤耐性に
関与 す る1000あまり の 遺伝 子を 中心 と し たD N A
micr o a rraydide をP C R法により作製し, 当 セ ン タ
ー が保
管する薬剤耐性菌の遺伝子発現の プ ロ フ ァイリ ン グを開
始した . さらに古典的な, および新規の抗菌剤の作用機
構を遺伝子発現 ヘ の 影響をもとに推定する作業を開始し
た (五 ノ 井亀 勝 正札 EE[中葉紀).
14. Ju rkat 細胞 ミト コ ン ドl) アに発現するA TP感受性
K
＋
ÅrPチ ャネル の研究.
ヒ ト白血病T リン パ腫に由来するJtukgt 細胞か ら ミト
コ ン ドリ ア を棉製し. さらに浸透圧の 変化を利用して
内膜を単離 した . パ ッ チ ク ラ ン プ法を用 い て . 内膜 に
A r P感受性 K
'
チ ャネ ルが機能発現して い る こ とを見出
した. 同チ ャ ネル の 開閉が, 内膜内の A T P濃度お よび
c㌔＋浪嵐 一 酸化窒素 (N O) によ っ て 制御されて い る
こ とを見出した (五 ノ井透).
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真菌誌 44(増刊1号):77, 2003.
4)低廉 洋子, 永田松夫 , 影山亜紀子, 勝 正和, 央
沢勝帝, 亀井克軌 三上 菓, 西村和子:本邦初の
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第7回学術講演会, 講演会要旨集 pp.617, 2003.
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2003.
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回天然有機化合物肘静会, 辞演要旨集, 2003.
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ll)村 山壌 明, 明見能成, 渋谷和俊, 三 上 襲, 斧
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者の 口腔内観放から検出され た其菌要素 の in sity
hybridi2.[tio n法 によ-る同息 第 47回日本医其蘭学金
線会 , 其菌蕃 44(増刊 1号) :103,2003.
12) 谷口 ヒ ロ 子 , 飯田創始, 影山亜紀子, 矢沢勝清 , ≡
上 嚢 :患者から分離された Go rdonia株 の 分類学的
研究 . 第 47匝旧 本医其蘭学金紋会, 真菌恭 44(増
刊1号) :101,2003.
13) 知花停泊, 岡 奈緒, 敷波久美子 , 西村和子, ≡上
薬: CG ndl
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ca n s染色体7番の 全塩基配列の 決
定と非病原性酵母SqE'b 耶 221yeS CeredsEG Cと の 比較ゲ
ノ ム 解析 . 第 47回日本医真菌学会於会 , 其薗誌 44
(増刊1号):104,2003.
14) 知花停泊:誘導型ア ンチ セ ン ス R N A による カン ジ
ダ酵母の フ ユ ノ ム プロ ジ ェ ク ト 第1回感染症若手
研究者沖縄 フ ォ ー ラム , 抄録集p.16, 2003･
15) 知花停泊 , 同 素緒, 三上 秦=病原性酵母 Cn 72dz
'
da
oL uEa n Sの ゲノ ム 解析, 第5回ワ ー ク シ ョ ッ プ, 赦生
物ゲノ ム 研究の フ ロ ン ティア, http://w w w･h 皿 S a1 0
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2003.
16)竹 田公 英, 刀川僧幸, 豊月 隆, 矢沢勝滑: 皮膚
NoE Wdl
l
a症 の 1例 . 第 23回北陸其菌懇談会, 第91
回関西 真薗憩散会合同プ ロ グ ラ ム , 講演要 旨集,
2003.
17) 明見能成, 勝 正和 , 三 上 菓:血液疾患患者 にお
ける非ア ス ペ ル ギ)I/ ス 糸状菌によ る債券性口内炎 -
イトラ コ ナ ゾ ー ル 予防投与息者に発症 した 2例 . 辛
47匡旧 本医其蘭学金線会 , 其菌蕗 44(増刊1号):
72, 2003.
18) 明見能成 , 菅田辰海 , 勝 正和, 三上 菓 , 竹於芳
生:造血器悪性濫疾患者 における非ア ス ペ ル ギ ル ス
糸状菌による侵襲性口 内炎 - イトラ コ ナ ゾ - ル 予防
投与患者に発症 した 2例 . 其菌症フ ォ ー ラ ム第4匝l
学術集会 , 抄蘇集p.17, 2 00 3･
19) 央沢藤津, 影山亜紀子, 星野泰隆, 三 上 菓: 過去
10年間に本邦で 臨味材料か ら分降された病原性放
線菌お よび,抽 c wdl
l
a の 再同意 に つ い て . 帯 47回日
本医其菌学会総会, 真菌諌 44(増刊l号):71,2003.
20) 矢沢勝浦, 影山亜紀子, 星野泰隆, 谷口 ヒ ロ 子, ≡
上 嚢 :本邦で過去 10年間に分離された病原性放
線菌 . 20O3年皮日本放線菌学会大会, 許演黄昏集
p･2,2003･
21) 知花博治:誘導型ア ンチ セ ン ス R N A によ るカンジ
グ酵母の フ ユ ノ ム プ ロ ジ ェ クト, 特定領域研究 ｢感
染と宿主応答 の 分 子基 盤+ 法会誘, 東京 , 1月,
2003,
22) 知花博冶:病原性Cd77dida酵母に 掛ナる人体内生存
戦略分子機構 の 解軌 特定層域研究 ｢ゲノ ム+4領
域2003年合同斑会議 , 福岡, 8月;2003.
23)Sha rmin Shahana, 大碑 陽, 佐野文子 , 亀井克彦,
山口正視, 竹尾湊治, 宇野 溺 , 富治 軌 西村
和子: ウ レ ア - ゼ 活性を示した HisioPIas m L1呼∫u/du 2”
w . dubo缶ii. 其菌症 フ ォ ー ラ ム 第4回学術集会抄録
p.3B, 長崎, 2003･
国際支流
1 . 共同研究
1) 三上 薬:薬剤の 耐性機構の 解析, Eric R. Dabbs教
授, 南ア フ .)カ ウイ ッ トウ オ ー タ ー ス 大学遺伝学
#,
2) 三上 東 :病原性放線菌およ ぴ其菌の分子遺伝学的
研乳 Natte e w a nPo o n w an博士, タイ 国立衛生研
究所.
3) 三上 集:病原真菌の分子分類学的研究, Al-Zahra a
x m E トDin 教授, エ ジ プTl ア イ ン シ ャ ム 大学 .
4) 宇野 軌 三上 嚢= ブ ラジ ル 由来病原其菌の細胞
生物学的お よび免疫学的研究, Mario Augt18t OOn o
準教授 (ブ ラジル 連邦共和国 パ ラ ナ州立 ロ ン ド
リ ー ナ大学).
5) 知花博治: co 乃dido amicG nSの 染色体物理地図の作艶
Paul T. M agce教授 , ア メ リカ 合衆 国 ミ ネ ソ タ大
学.
6) 知花停泊: cu ndida albicLm Sの ゲ ノ ム シ ー ク エ ン ス
の 決定 , TedJo nes博士, ア メ l) カ合衆国 ス タ ン
フ ォ ー ド大学.
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2 . 海外渡航 ･
1) 三上 襲 : オラ ン ダ王立芸術及び科学研究微生物保
存セ ンタ ー , 病原其薗及び放線菌の保存と収集に関
する視察 , 科学技術振興調整費, 3月23日 - 25日.
2)央沢勝滑: オラ ンダ王立芸術及び科学研究微生物保
存セ ンタ ー , 病原其菌及び放線菌の保存と収集に関
する視察 , 科学技術凍輿調整費. 3月23日 - 25El,
3) 三上 轟: ドイ ツ 微生物及び細胞保存セ ンタ ー ,
病原真蘭及び放線菌の保存と収集に関する視察, 料
学技術振興静整費, 3月26日 - 28El,
4)央沢藤津: ドイ ツ 微生物及び細胞保存セ ンタ ー .
病原其菌及び放線菌の保存と収集に関する視察. 料
学技術振興調整費, 3月26EE- 28日.
学会等活動
(主催学会 . 座長, コ ン ビ - ナ - など)
1) 三上 轟:座長, 第47回日本医其蘭学金紙会. 2 00 3
年10月16- 17日, 東京 .
2) 国際シ ン ポジウ ム :Fro ntierStudie s and hter n atio nd
Netw orking of Ge n etic Res o u r c e sin Pathoge nic
Microo rgmisrn s,2 ト22 Nov 2003,ToI甲 .
事務局長 :三上 重
奏行委展 :知花停泊, 宇野 潤 , 五 ノ井 透
教育活動
学位
1)勝 正和:大学院自然科学研究科博士課程修了なら
び に農学博士取得 (3月), 病原兵曹の rD N A配列
に基 づく系統学的研究 (研究指導: 三上 集).
2)Natte ewn Po o Ⅱ 冊 n(タイ 国立衛生研究所 主席研
究員):自鉄科学研究科論文博士 ｢学術+Mole c uhr
epidemiology ofpathoge nic fungi a nd a ctin o 皿yC eteS
is olatedinTh dand(3月)(研究指導: 三上 嚢).
授業
医学部4年次基礎配属 (4月7 日 - 6月16EF) 受け入れ
2名
三上 轟: 千葉大大学院医学研究科 (真蘭感染症学分
野 - 高分子活性学), 千葉大学大学院自然科学研究科
博士後期過雀 (分子生体機能学 一 兵音感染応答論Ⅰ),
千葉大学大学院自然科学研究科博士前期過程 (分子生
体機能学), 千葉大学大学院薬学研究科 (化学療法剤
学), 国立千葉東病院看護学枚 (病原微生物学)∴
知花博治: 千葉大学大学院自然科学研究科博士後期過程
(分子生体機能学 一 兵蘭感染応答翰Ⅰ), 千葉大学大学
院自然科学研究科博士前期過程 (分子生体機能学).
宇野 潤 : 東邦大学薬学部 薬物治療学DI(- 2003).
競争的資金
科学研究乗
Ⅰ) 三上 轟(分担):｢ 病原貴簡 ･ 放線菌を遺伝資源と
した医薬の開発+科学技術振興調整熱 病原其菌放
線菌の 適任資源の国際的拠点形成の ため の 基盤整
備, 2,441万 札
2) 知花停泊 (代表):平成15年鹿特定領域感放と宿主
応答の分子基盤, 誘導型ア ンチ セ ン ス RN A による
カ ンジ グ酵母の フ ェ ノ ム プ ロ ジ ェ クト
,
520万 札
3) 知花停泊 (代表):平成 15年度特定領域ゲノ ム生物
学, 酵母カ ンジダ ･ ア ル ピカ ン ス における人体内生
存戦略分子機構の解明, 380万円.
4) 三上 秦(代表):基盤研究 c, 新患なイント ロ ンを
持つ Cqdi
'
dD a伽 a22Jの発見とその薬剤感受性 , 150
万円 .
5) 三上 轟 (分担)三 基盤研究 C, マ レ ー 城海洋由来
ア)t' カ ロ イ ドをシ ー ズ とする新親制癌剤の開発を指
向した創薬研究 (代表: 明治薬科大学 久保陽徳).
50万円 .
6) 知花停泊 (分撞):基盤研究 C, カ ン ジ グ酵母の形態
変換制御遺伝子群の発現動腰と租換え体による病原
性評価 .
その他研究助成
I 三上 嚢(代表):第 一 製薬株式会社. 糸状菌の細胞
壁構造の解析法の研究
,
300万円 .
2) 五 ノ 井 透 (代表):株式会社 プ ロ テ イ ン ･ エ ク ス プ
レ ス (千葉県木更津市)(財団法人かずさD N A研
究所との 共同研究によ る), ヒ ト脳の d) N Aが コ ー
ドする車白実の 未同意機能の 解析 , 200万円 .
3) 知花博胎 ( 代表):株式会社 ツ ム ラ . カ ン ジ ダ ･ ア
ル ピカ ン ス 遺伝子の機能解明に関する研究. 184万
円 .
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